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Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
と
日
本
建
設

機
械
商
事
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ブ
ル
オ
ゾ
ン
（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
と

過
酸
化
水
素
水
を
用
い
て
地

下
水
中
の
有
害
物
質
を
原
位

置
で
無
害
化
す
る
「
Ｍ
Ｂ
Ｏ

促
進
酸
化
処
理
工
法
」
を
開

発
し
た
。
揮
発
性
有
機
塩
素

化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら
ベ

ン
ゼ
ン
や
ト
ル
エ
ン
な
ど
油

性
物
質
、
色
の
着
い
た
工
場

排
水
ま
で
幅
広
い
汚
染
物
質

を
浄
化
で
き
る
。
特
に
、
水

に
溶
け
や
す
く
比
較
的
揮
発

し
に
く
く
、
他
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
と

は
性
質
が
異
な
る
１
、
４
―

ジ
オ
キ
サ
ン
を
分
解
で
き
る

点
が
特
徴
。
１
、
４
―
ジ
オ

キ
サ
ン
は
将
来
、
土
壌
汚
染

対
策
法
の
特
定
有
害
物
質
に

指
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
お

り
、
浄
化
工
法
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　
オ
ゾ
ン
は
強
力
な
酸
化
分

解
力
を
持
つ
物
質
で
、
こ
れ

を
微
細
な
気
泡
（
１
〜
数
百

マ
イ
ク
ロ
㍍
）、
い
わ
ゆ
る

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
水
中
の
滞
留
時

間
を
長
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｍ
Ｂ
Ｏ
促
進
酸
化
処
理

工
法
は
、
地
下
か
ら
汲
み
上

げ
た
汚
染
水
に
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
化
し
た
オ
ゾ
ン
と
過

酸
化
水
素
を
添
加
す
る
こ
と

で
、
オ
ゾ
ン
単
独
よ
り
も
分

解
力
の
あ
る
酸
化
物
質
Ｏ
Ｈ

ラ
ジ
カ
ル
を
大
量
に
発
生
さ

せ
、
急
速
に
有
害
物
質
を
無

害
化
す
る
。
汚
染
物
質
は
水

と
二
酸
化
炭
素
に
分
解
し
、

そ
の
場
で
下
水
と
し
て
放
流

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
証

試
験
で
は
、
環
境
基
準
の
数

十
倍
〜
百
数
十
倍
の
濃
度
の

Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
30
〜
40
分
程
度
で

環
境
基
準
以
下
に
ま
で
浄
化

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
Ｖ
Ｏ
Ｃ
な
ど
の
汚
染
地
下

水
の
浄
化
で
は
、
汲
み
上
げ

た
地
下
水
に
空
気
を
吹
き
込

み
活
性
炭
で
吸
着
す
る
「
揚

水
曝
気
工
法
」
が
主
流
。
だ

が
、
こ
の
方
法
だ
と
定
期
的

に
汚
染
物
質
が
付
着
し
た
活

性
炭
の
交
換
や
廃
棄
が
必
要

と
な
る
。
Ｍ
Ｂ
Ｏ
促
進
酸
化

処
理
工
法
は
、
活
性
炭
を
使

わ
な
い
こ
と
か
ら
、
揚
水
曝

気
工
法
と
比
べ
廃
棄
物
な
ど

に
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
低
減
で
き
る
と
い
う
。

　
Ｍ
Ｂ
Ｏ
促
進
酸
化
処
理
工

法
は
、
可
搬
式
で
省
ス
ペ
ー

ス
型
設
備
で
あ
る
点
も
特
徴

だ
。
装
置
本
体
（
写
真
１
）

と
油
水
分
離
槽
、
処
理
水
槽

な
ど
装
置
一
式
は
、
長
さ
15

㍍
、
幅
５
㍍
の
ス
ペ
ー
ス
が

あ
れ
ば
設
置
で
き
る
。
装
置

は
、
ユ
ニ
ッ
ク
車
で
据
え
付

け
や
撤
去
が
可
能
で
、
大
規

模
な
工
事
や
工
場
の
操
業
停

止
な
ど
の
必
要
は
な
い
。
ま

た
騒
音
や
振
動
も
低
く
、
市

街
地
で
も
使
用
で
き
る
。
１

日
の
処
理
能
力
は
７
・
２
〜

43
・
２
立
方
㍍
。
現
場
に
設

置
す
れ
ば
自
動
運
転
が
可

能
。維
持
管
理
は
週
に
１
回
、

過
酸
化
水
素
を
補
充
す
る
だ

け
で
済
む
。

　
同
社
で
は
、
処
理
が
難
し

い
１
、
４
―
ジ
オ
キ
サ
ン
対

策
に
悩
む
工
場
な
ど
に
Ｍ
Ｂ

Ｏ
促
進
酸
化
処
理
工
法
に
よ

る
浄
化
対
策
を
提
案
し
て
い

く
考
え
だ
。

ワ
イ
ン
の
搾
り
か
す
利
用
の

Ｖ
Ｏ
Ｃ
汚
染
対
策
も
開
発
中

　
同
社
は
、
ワ
イ
ン
の
搾
り

か
す
を
利
用
し
て
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ

汚
染
土
壌
・
地
下
水
を
浄
化

す
る
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
バ
イ
オ
レ

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地

中
に
生
息
す
る
微
生
物
を
活

性
化
さ
せ
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
な
ど
有

害
物
質
の
分
解
を
促
進
す
る

浄
化
方
法
。
ワ
イ
ン
搾
り
か

す
に
含
ま
れ
る
有
機
酸
が
微

生
物
の
活
性
化
に
有
効
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
社

は
現
在
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
シ
ナ
プ
テ
ッ
ク
、
ア

バ
ン
ス
の
３
社
と
共
同
で
、

ワ
イ
ン
の
絞
り
か
す
を
原
料

に
し
た
Ｖ
Ｏ
Ｃ
分
解
微
生
物

活
性
化
剤
「
Ｇ
Ｒ
Ｍ
」（
写

真
２
）
を
開
発
中
で
、
昨
年

特
許
を
出
願
し
た
。

　
ワ
イ
ン
の
搾
り
か
す
は
、

ワ
イ
ン
製
造
時
に
発
生
す
る

食
品
副
産
物
で
、
ワ
イ
ン
の

主
要
生
産
地
・
山
梨
県
で
は

年
間
約
３
千
㌧
発
生
す
る
。

搾
り
か
す
は
、
質
の
不
均
一

性
、
供
給
量
の
不
安
定
性
、

集
約
の
困
難
性
か
ら
有
効
活

用
が
難
し
く
、
一
部
が
肥
飼

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
大
部
分
は
廃
棄
処
分

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｒ
Ｍ
は
、
ワ
イ
ン
搾
り

か
す
に
含
ま
れ
る
豊
富
な
有

機
酸
に
着
目
し
、
特
殊
処
理

を
施
し
液
体
状
に
し
た
も

の
。
稼
働
中
の
電
子
部
品
工

場
で
、
土
壌
・
地
下
水
中
に

Ｇ
Ｒ
Ｍ
を
注
入
す
る
野
外
実

証
試
験
を
実
施
し
た
結
果
、

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の

塩
素
が
水
素
に
逐
次
置
換
さ

れ
、
生
成
し
た
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
も
基
準
値
以
下
に
分
解

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
Ｇ
Ｒ
Ｍ
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
汚
染

土
壌
・
地
下
水
を
浄
化
す
る

と
と
も
に
、
未
利
用
資
源
の

有
効
活
用
に
も
つ
な
が
る
。

同
社
は
他
３
社
と
共
同
で
、

Ｇ
Ｒ
Ｍ
の
原
料
調
達
か
ら
製

造
、
汚
染
調
査
、
浄
化
対
策

工
事
を
一
貫
し
て
行
う
計

画
。
今
年
度
中
に
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
事
業
所
で
の
実
証
試
験

を
終
え
、
来
年
３
月
ま
で
に

商
品
化
す
る
予
定
。
低
環
境

負
荷
・
低
コ
ス
ト
な
浄
化
対

策
と
し
て
、
金
属
加
工
業
や

電
子
機
器
製
造
業
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
な
ど
を
中
心
に
全

国
展
開
す
る
考
え
だ
。

Ｍ
Ｂ
Ｏ
と
過
酸
化
水
で
有
害
物
質
を
無
害
化

土壌・地下水汚染対策で注目の企業

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

ＭＢＯ促進酸化処理工法の装置

ＧＲＭの薬剤

１
、
４
―
ジ
オ
キ
サ
ン
に
も
効
果

【特集企画】
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